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第 35 回総代会が 6月 25 日に開かれました。住吉区
民センター小ホールでの開催は 5年ぶりとなりました。
三輪健二住吉ブロック長のあいさつではじまり、理事会

を代表して関根理事長があいさつしました。渡部専務か
ら2022 年の活動報告、2023 年の方針の提案がありまし
た。コロナ禍での事業活動からポストコロナを見据えた取
り組みが必要だとの報告がありました。社会保障・まちづ
くりの新たな試みとして「防犯とゴミ拾い」など全国的
に注目を浴びていることや、1年間で住之江 1カ所、住
吉 1カ所のたまり場を開設し、組合員・地域住民からの
期待を集めていること、人づくり・職員育成に力を注ぎ次

世代継承の努力が始まったこと
も報告されました。平和を守る
取り組みでは署名の大切さが訴
えられました。
討論は加賀屋診療所矢野所

長からはじまり 7人の発言が
ありました。
議案採決では第 1号から第

4号議案まで賛成多数で可決さ
れ、新役員を選出しました。

加賀屋診療所 所長

矢野　政尚

第
35
回通常総代会を開催

全議案可決! 新年度がスタート
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南大阪医療生協のまちづくりの企
画が「comcom」4月号に掲載され
注目を浴びています。「防犯アナウン
ス＆ゴミ拾い」中身は、振り込め詐
欺の被害にあわないように気を付け

ましょうと注意喚起をハンドマイクで呼びかけてまち
を練り歩く、この点が、都市部での医療生協の新しい

まちづくりだと着目されました。
2回の取り組みを行い、1回目は加賀屋診療所の診療圏

で1月26日に17人が集まって行い、2回目は住吉民主診
療所と住吉区役所の周囲辺で行い20人が参加しました。
2回の取り組みを総括して、このボランティア活動

が前向きにとらえられていることを実感しました。3
回目は秋に我孫子地域で行います。

これまで良い物件が見つからず苦
労しましたが、ようやっと 12 月に
「すこやか苅田」をオープンすること
ができました。最初は喫茶だけでし
たが、囲碁将棋クラブ、折り紙教室、

映画会を行っています。折り紙教室は他支部や全盲の

方も参加されています。常連さんも生まれて和気あい
あいとしています。5月からは笑いヨガも始まり活用
ができているかな？と感じています。開所から半年、「す
こやか苅田」が独居の高齢者の方たちの居場所となる
ようにしていきたいと思います。

“よさみ地域にどんな組合員さん
がいるのか知りたい”と思い、はじ
めた誕生月訪問は、5年目に入りま
した。3年目からはコロナ禍もあり、
除菌ウェットティッシュを購入して

プレゼントしています。昨年 6月～ 3月までで、訪問
258 件で 104 人と対話でき、増資 13口預かりました。

担い手増やしでは、3年前と今年で 2名、運営委員が
増えました。こちら側からの粘り強い声掛けと、定年
などの相手側のタイミングが大事だと思いました。現
在、運営委員さんも高齢化でいつ「もうあかん！」と
言われるかドキドキしていますが、人探しをしながら、
機関紙配達や運営委員さんを増やしていきたいと思っ
ています。

2000 年に介護保険制度は、社会
全体で支えましょうと始まり、2015
年に改悪そして 2024 年度には更な
る改悪が待っています。
その中身は

①	利用者負担 1割から 2割へ
②	納付年齢 40歳が引き下げられる
③	要介護 1・2を介護保険から除外
④	老人保健施設の部屋代有料化
⑤	ケアプランの有料化
などと、なっています。この改悪を許さないため、署

名行動に取り組みました。組合員・家族・利用者・職
員・他事業所など繋がりをいかして声をかけ、街頭宣
伝も取り組み、1,200 筆を超える署名を集めることが
できました。他の署名と違って、反対する方はほとん
どおらず、取り組みやすい署名だったことが署名数の
目標超過につながったと思います。制度改悪は先送り
や再検討ですが、それでも署名の果たす役割は大きかっ
たと思います。
自分の問題として捉え、怒りが力となりました。こ

の怒りを署名に託し、安心して使える制度にしていく
ためにみなさんご協力をお願いいたします。

第35回 通常総代会 総代会発言（要旨）

▶ 新しいまちづくり企画 防犯アナウンス＆ゴミ拾い

▶ たまり場「すこやか苅田」について

▶ 機関紙配達と運営委員増やし

▶ 介護保険制度の改悪と署名運動の成果

組合員活動部

泉　　弥生

よさみ支部

藤川　幸枝

訪問看護責任者

紙谷　京子

苅田庭井支部

吉田　房江
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日本医療福祉生活協同組合連合会
日本生活協同組合連合会
大阪府生活協同組合連合会
大阪民主医療機関連合会
大阪医療事業協同組合
社会福祉法人大阪市住之江区社会福祉協議会
医療福祉生活協同組合おおさか
大阪きづがわ医療福祉生活協同組合
けいはん医療生活協同組合
大阪みなみ医療福祉生活協同組合
福島医療生活協同組合

奈良県医療福祉生活協同組合
ろっこう医療生活協同組合
尼崎医療生活協同組合
たじま医療生活協同組合
神戸医療生活協同組合
阪神医療生活協同組合
姫路医療生活協同組合
やましろ健康医療生活協同組合
和歌山中央医療生活協同組合
東京西部保健生活協同組合
倉敷医療生活協同組合

長野医療生活協同組合
新潟医療生活協同組合
郡山医療生活協同組合
鳥取医療生活協同組合
宝塚医療生活協同組合
盛岡医療生活協同組合
大阪ファルマプランかがや薬局
健康友の会みみはら

いばらぎ健康友の会
このはな健康友の会
健康友の会あいかわ
大阪よどがわ市民生活協同組合
生活協同組合おおさかパルコープ
平和・民主・革新の日本をめざす住吉の会
住之江生活と健康を守る会
住之江区労働組合総連合

ナニワ企業団地協同組合 税理士法人　第一会計 社会福祉法人よさみ野福祉会　よさみ野障害者作業所

▪通常総代会にメッセージをいただいた団体

▪第 35 回 通常総代会選出役員（敬称略 50 音順）

▪通常総代会に祝電をいただいた団体

理 事 長 関根　信次
副理事長 眞殿　天童
副理事長 中島　　理
専務理事 渡部　哲也
常務理事 金井　禎治

常務理事 山野　理加
常務理事 山嵜寿美雄
理事（新） 石束　保夫
理　　事 馬野　茂照
理　　事 大石　康子

理　　事 岡本吉史子
理　　事 紙谷　京子
理　　事 亀岡　照子
理　　事 權野　幸子
理　　事 澤井満紀子

理事（新） 鹿間真理子
理　　事 新海　雅彦
理　　事 東田　協直
理　　事 南谷　光子
理　　事 宮﨑　綾子

理　　事 三輪　健二
理事（新） 矢野　政尚
代表監事 吉田　　豊
監　　事 勝原　嘉久
監　　事 若井　英子

「コロナ」でなかなか取り組みが
できない中、支部内にあるサツマ
イモの畑で「芋ほり大会」を取り
組みました。サツマイモをつくっ
ている畑の持ち主を探し連絡をと
り、1 株 350 円で 20 株を申し込

みました。支部からの申し込みはなかなかなくブロッ
ク会議で案内し、締め切りギリギリの申し込みで 40株

に増やしました。当日 1歳の子どもさんから、4世代
の参加（30 名）で行いました。「芋ほり」はあっとい
う間に終わりました。月間中で、力を入れたかった仲
間増やし・増資・健診案内が十分にできなかったので、
参加者に配る写真に、月間の取り組みを入れて渡しま
した。「楽しかったよ」と喜んでいただき、今年も行う
予定で、畑の持ち主さんには予約しました。2回目な
ので、人が集まるか今から心配してます。

東住吉区地域の昨年度の取り組
みを紹介します。
まずは、支部づくりを進めるた

めに 240 人の組合員さんへの訪問
からスタートさせました。対話で
は「事業所つくってほしい」「健康

診断、介護相談の機会をつくってほしい」など出され、
「介護保険学習会」や「健康チェック」を行いました。

11月からは、支部設立準備会を立ち上げ、機関紙を配
布している方を中心に働きかけ、毎月の会議を 7回行っ
ています。参加者は 4～ 7名で、「健康保険」や「民医
連方針」のDVDの学習。3月には、加賀屋診療所やた
まり場かがや南すこやかの見学会をしました。
これから、会議参加者を中心にして、「支部結成総会」

を目指して進めていきます。東住吉区の組合員をもっ
と増やしてもいきたいです。

▶ 東住吉区の支部づくりへの道

▶ 芋ほり大会の開催

さざんか福祉会　どろんこ保育園　どろんこベビー園
日本共産党衆院大阪 3 区国政対策委員長　わたなべ結

御崎敷津浦支部

松浦　泰子

組合員活動部

森田　直孝

住吉民主診療所 ☎06-6696-5250／加賀屋診療所 ☎06-6681-1498
介護の相談はケアプランセンターへ ☎06-6695-1153

組合員活動部　住吉 ☎06-6696-5034／住之江 ☎06-6685-3824
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東
住
吉
ブ
ロ
ッ
ク
で
支
部
結

成
に
向
け
て
の
動
き
が
始
ま
っ

て
2
年
。
支
部
誕
生
が
目
前

に
開
け
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
の
大
川

さ
ん
。
新
婦
人
や
町
会
の
女

性
部
長
の
活
動
で
も
忙
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

医
療
生
協
と
の
関
わ
り

は
、
娘
さ
ん
が
ア
レ
ル
ギ
ー

で
困
っ
て
い
た
高
校
生
の
時
、

中
島
先
生
の
オ
ー
リ
ン
グ
に

出
会
っ
て
症
状
が
改
善
し
た

こ
と
か
ら
で
し
た
。
地
域
で

は
、
機
関
紙
の
配
達
を
引
き

受
け
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
は
骨
密
度
が
人
気

で
、
近
所
の
人
が
チ
ラ
シ
を

見
て
参
加
し
て
く
れ
て
、
加

入
に
も
つ
な
が
り
う
れ
し
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
介
護
保
険
学
習

会
で
集
う
と
、「
診
療
所
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
何
で
も
相
談
で
き
る

身
近
な
存
在
に
な
る
場
所
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る

と
言
い
ま
す
。

質
問
に
、
丁
寧
に
穏
や
か

に
答
え
て
い
く
大
川
さ
ん
。

高
校
生
の
頃
は
合
気
道
に
３

年
間
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

今
は
、
新
婦
人
で
月
に
２
回
の

太
極
拳
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
体

幹
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
六
〇

の
手
習
い
で
始
め
た
オ
カ
リ

ナ
は
、
ず
う
っ
と
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
、
グ

ル
ー
プ
の
仲
間
と
ま
ま
ち
っ

ち
ひ
ろ
ば
（
大
阪
市
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
で
社
団

法
人
が
や
っ
て
い
る
妊
婦
と

３
歳
未
満
の
親
子
の
あ
そ
び

場
）
の
演
奏
会
で
は
、『
さ
ん

ぽ
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
子
ど

も
た
ち
が
体
を
揺
ら
し
て
い

る
姿
に
、
オ
カ
リ
ナ
の
音
が

通
じ
て
い
る
な
と
感
じ
た
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

保
育
園
や
学
童
保
育
で
つ

な
が
っ
た
父
母
た
ち
と
今
も

交
流
が
あ
り
Ｏ
Ｂ
で
子
ど
も

食
堂
も
開
い
て
い
ま
す
。
町

会
の
活
動
も
女
性
部
長
と

な
っ
て
目
白
押
し
で
す
が
、

し
な
や
か
に
こ
な
し
て
い
る
大

川
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
（
い
）

う
ち
の

支
部
の

ひ
と

▼
大
川 

洋
子
さ
ん（
東
住
吉
ブ
ロ
ッ
ク
）

あの人、あの人、
この人、この人、

◦
東
加
賀
屋
　
大
門
ミ
ツ
子

ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
夫
婦
で
参
加

し
ま
し
た
。夫
は
バ
ス
の
最
前
列
に
座
り
、見
晴
ら
し

よ
く
、バ
ス
も
ス
ム
ー
ズ
で
ご
機
嫌
で
し
た
。し
か
も

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
い
、ビ
ー
ル
を
飲
み
、至
極
ご
満
悦
。

高
齢
に
な
る
と
、な
か
な
か
乗
り
物
を
乗
り
継
い
で
ど

こ
か
へ
行
く
と
い
う
こ
と
が
お
っ
く
う
で
す
。
こ
う

し
た
企
画
は
有
難
い
で
す
。
我
々
夫
婦
に
と
っ
て
は

変
哲
も
な
い
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
、
ぱ
っ
と
明
る
い

気
分
に
な
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
足
が
不
安
な
夫

で
す
が
、
一
緒
に
行
動
で
き
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
中
加
賀
屋
　
よ
っ
ち
ゃ
ん

こ
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
ど
こ
に
も
行
け

ず
残
念
で
し
た
が
、
先
日
バ
ス
ツ
ア
ー
で
石
切
神
社

と
ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
に
行
き
ま
し
た
。
命
の
洗
濯

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加
賀
屋
北
・
南
支
部
合
同
で
バ
ス
ツ
ア
ー
に
6
月
5
日
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
計
画
し
て
い
た
の
が
延
期
に
な
っ
て
い
て

よ
う
や
っ
と
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
石
切
神
社
と
ホ

テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
。
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ス
ツ
ア
ー

バ
ス
ツ
ア
ー
はは
楽
し
い

楽
し
い
!!

やっぱりコ
ロ
ナ
禍
で
随
分
と
見
送
っ
て
き
た
食
事

会
が
、
再
開
さ
れ
て
い
る
加
賀
屋
北
支
部

を
尋
ね
ま
し
た
。

6
月
13
日
こ
の
日
の
参
加
者
は
、
12
名
。

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に
盛
ら
れ
た
料
理
と
み
そ
汁
、

ご
飯
が
並
べ
ら
れ
る
と
歓
声
の
声
が
上
が
り
ま

す
。
池
本
さ
ん
か
ら
料
理
の
説
明
を
受
け
、
さ
っ

そ
く
「
い
た
だ
き
ま
す
」。

「
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
で
こ
う
や
っ
て
一
緒
に
食
事

で
き
る
の
は
楽
し
い
ね
」
と
、な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
で
す
。
支
部
で
は
、

ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
の
対
策
は
継
続
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
運
営
委
員

中
心
に
衛
生
管
理
の
学
習
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
対
策
を

取
り
な
が
ら
、
楽
し
み
を
広
げ
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
と
食
べ
る
食
事
は
、

    

美
味
し
い
ね

美
味
し
い
ね
」」

食事会
加賀屋北

支部
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組
合
員
の
皆
様
へ

お
気
に
入
り
の
散
策
場
所
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

記
事
記
事

募
集
募
集 東

住
吉
ブ
ロ
ッ
ク
で
支
部
結

成
に
向
け
て
の
動
き
が
始
ま
っ

て
2
年
。
支
部
誕
生
が
目
前

に
開
け
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
の
大
川

さ
ん
。
新
婦
人
や
町
会
の
女

性
部
長
の
活
動
で
も
忙
し
い

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

医
療
生
協
と
の
関
わ
り

は
、
娘
さ
ん
が
ア
レ
ル
ギ
ー

で
困
っ
て
い
た
高
校
生
の
時
、

中
島
先
生
の
オ
ー
リ
ン
グ
に

出
会
っ
て
症
状
が
改
善
し
た

こ
と
か
ら
で
し
た
。
地
域
で

は
、
機
関
紙
の
配
達
を
引
き

受
け
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
は
骨
密
度
が
人
気

で
、
近
所
の
人
が
チ
ラ
シ
を

見
て
参
加
し
て
く
れ
て
、
加

入
に
も
つ
な
が
り
う
れ
し
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
介
護
保
険
学
習

会
で
集
う
と
、「
診
療
所
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」「
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
何
で
も
相
談
で
き
る

身
近
な
存
在
に
な
る
場
所
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る

と
言
い
ま
す
。

質
問
に
、
丁
寧
に
穏
や
か

に
答
え
て
い
く
大
川
さ
ん
。

高
校
生
の
頃
は
合
気
道
に
３

年
間
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

今
は
、
新
婦
人
で
月
に
２
回
の

太
極
拳
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
体

幹
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
六
〇

の
手
習
い
で
始
め
た
オ
カ
リ

ナ
は
、
ず
う
っ
と
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
、
グ

ル
ー
プ
の
仲
間
と
ま
ま
ち
っ

ち
ひ
ろ
ば
（
大
阪
市
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
で
社
団

法
人
が
や
っ
て
い
る
妊
婦
と

３
歳
未
満
の
親
子
の
あ
そ
び

場
）
の
演
奏
会
で
は
、『
さ
ん

ぽ
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
子
ど

も
た
ち
が
体
を
揺
ら
し
て
い

る
姿
に
、
オ
カ
リ
ナ
の
音
が

通
じ
て
い
る
な
と
感
じ
た
と

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

保
育
園
や
学
童
保
育
で
つ

な
が
っ
た
父
母
た
ち
と
今
も

交
流
が
あ
り
Ｏ
Ｂ
で
子
ど
も

食
堂
も
開
い
て
い
ま
す
。
町

会
の
活
動
も
女
性
部
長
と

な
っ
て
目
白
押
し
で
す
が
、

し
な
や
か
に
こ
な
し
て
い
る
大

川
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
（
い
）

ま
ち
か
ど
散
策
案
内

ま
ち
か
ど
散
策
案
内

住
吉
大
社
の
御
新
田
で
御
田
植
神
事
が
、
6
月
14
日
、

3
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
く
さ
ん
の

見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

住
吉
大
社
　
御お

田た

植う
え

神し
ん

事じ

コ
ロ
ナ
禍
で
随
分
と
見
送
っ
て
き
た
食
事

会
が
、
再
開
さ
れ
て
い
る
加
賀
屋
北
支
部

を
尋
ね
ま
し
た
。

6
月
13
日
こ
の
日
の
参
加
者
は
、
12
名
。

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に
盛
ら
れ
た
料
理
と
み
そ
汁
、

ご
飯
が
並
べ
ら
れ
る
と
歓
声
の
声
が
上
が
り
ま

す
。
池
本
さ
ん
か
ら
料
理
の
説
明
を
受
け
、
さ
っ

そ
く
「
い
た
だ
き
ま
す
」。

「
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
で
こ
う
や
っ
て
一
緒
に
食
事

で
き
る
の
は
楽
し
い
ね
」
と
、な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
で
す
。
支
部
で
は
、

ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
の
対
策
は
継
続
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
運
営
委
員

中
心
に
衛
生
管
理
の
学
習
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
対
策
を

取
り
な
が
ら
、
楽
し
み
を
広
げ
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度  

第
12
回 

理
事
会
報
告

日時／ 2023 年 5月 22日㈪		午後 6時～午後 7時 30分
会場／ 住吉民主診療所 2F組合員ルーム
出席／	理事 20 名　欠席 1名　　　監事 1 名　欠席 2名

1. 	前回議事録と 2項組合員 3名を承認しました。
2. 	渡部専務理事より、4月度の経営結果報告がありました。法人で
▲ 7721千円の大きな赤字となりました。

3. 	総代会について、各種委員、議事日程、議案の確認をしました。
4. 	組合員活動について、山嵜組活部長より、4月度の到達状況、東
住吉支部づくりなどについて報告がありました。

5. 	各種委員会の報告では健康づくり委員会、事業所利用委員会、社
保平和まちづくり委員会、くらしの助け合いの会「ななちゃん」
の報告が各々の理事よりありました。

6. 	専務理事より、加賀屋診の新所長の矢野医師を囲むつどいに 41
人の参加があったと報告がありました。

7. 人事案件はありませんでした。
8. 	その他。労組の一時金再要求に対する回答について、報告があり
ました。　　　　　　　　　　　　　以上、すべて承認されました。

今年度も 10 月・11 月の 2 カ月間（ジュニ
アチャレンジは 1 カ月）思い思いのチャレン
ジをお仲間と一緒に取り組みましょう。今回
の目標は 900 人のエントリー。昨年達成でき
なかったところをリベンジしましょう。

おおさかまるごと 2023

健康チャレンジ
パンフレットができあがりました
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物
価
が
何
も
か
も
上
昇
し
て
、

本
当
に
不
安
な
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
皆
様
も
充
分
ご
自
愛
く

だ
さ
い
ね
。

（
東
加
賀
屋　

や
っ
ち
ゃ
ん
）

5
月
で
夏
日
。
御
崎
・
敷
津

浦
支
部
の
行
事
に
参
加
し
、
新

緑
を
求
め
て
長
居
植
物
園
へ
。

「
み
ど
り
」
の
色
と
香
り
を
い
っ

ぱ
い
吸
い
込
み
ま
し
た
。
鳥
の

声
は
残
念
で
し
た
が
、
幼
児
・

園
児
の
は
じ
け
た
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
弁
当
・
お
茶
、
そ
し

て
ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
の
お
喋
り
は
、
気
持
ち
を
軽

く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
北
島　

森
本　

茂
）

長
居
植
物
園
の
5
〜
6
月
は

バ
ラ
園
が
見
事
で
す
。
バ
ラ
の

品
種
は
多
い
し
、
植
え
方
も
工

夫
さ
れ
て
い
て
と
っ
て
も
綺
麗

で
す
。
65
歳
を
超
え
る
と
入
園

無
料
。
バ
ラ
以
外
で
も
紫
陽
花
、

菖
蒲
、
ハ
ス
な
ど
、
ど
の
季
節

に
行
っ
て
も
楽
し
め
ま
す
。
ゆ
っ

た
り
と
散
策
し
、
ラ
ン
チ
す
る

の
も
お
す
す
め
で
す
。

（
大
領　

木
村　

和
代
）

図
書
館
で
草
花
の
本
を
借
り

て
き
て
は
道
端
の
草
の
名
前
を

調
べ
て
い
ま
す
。
何
度
見
て
も

お
ぼ
え
ら
れ
な
い
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
の

た
め
に
も
続
け
ま
す
。

（
中
加
賀
屋　

て
る
て
る
ま
ん
）

加
賀
屋
診
療
所
に
は
昔
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
、
小
児
科
も
診
て
い
た

だ
け
る
先
生
が
来
ら
れ
て
嬉
し

い
で
す
。
我
家
の
孫
は
、
も
う

大
学
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け

ど
若
い
親
ご
さ
ん
に
は
頼
り
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
南
港
中　

Q
ち
ゃ
ん
）

毎
年
、
診
療
所
で
半
日
ド
ッ

ク
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
毎
回
、

結
果
や
数
値
が
引
っ
か
か
り
、

そ
の
都
度
再
検
査
を
受
け
て
何

と
か
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
年
だ
か
ら
仕
方
な

い
と
あ
き
ら
め
ず
、
そ
の
歳
な

り
の
生
活
管
理
、
健
康
づ
く
り

を
心
が
け
た
い
。

（
南
住
吉　

も
っ
ち
ゃ
ん
）

五
類
移
行
で
、
新
聞
に
も
全

く
患
者
数
が
出
ま
せ
ん
。
相
当

患
者
数
も
増
え
て
い
る
で
し
ょ
う

に
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
繁
華

街
の
人
の
動
向
を
見
た
ら
恐
ろ
し

い
位
の
人
出
で
、
ま
た
コ
ロ
ナ
が

以
前
の
よ
う
に
蔓
延
す
る
の
で
は

と
心
配
で
す
。
中
国
も
新
聞
に
よ

る
と
中
国
の
専
門
家
が
数
千
万
人

〜
億
万
人
単
位
で
、
ま
た
コ
ロ
ナ

患
者
が
出
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い

ま
す
。
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

（
我
孫
子　

海
月
）

さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
外

に
も
で
か
け
や
す
く
な
り
、
孫

を
連
れ
て
動
物
園
に
行
き
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
人
の
多
さ
に
び
っ

く
り
。
入
る
前
に
並
ん
だ
の
は
、

初
め
て
で
し
た
。
ど
こ
に
行
っ

て
も
、
人
が
い
っ
ぱ
い
と
い
う

の
も
大
変
で
す
ね
。
ぜ
い
た
く

な
悩
み
で
し
ょ
う
か
。

（
我
孫
子　

タ
カ
チ
ャ
ン
）

頭
の
体
操
と
思
っ
て
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
解
い
て
い
ま
す
。
読
者
の

ひ
ろ
ば
は
い
ろ
ん
な
人
の
意
見
が

読
め
て
共
感
し
た
り
感
心
し
た

り
、
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

（
田
辺　

鐵　

テ
ル
ミ
）

訪問看護ステーション 虹

皆さん、梅雨に入り、ジトジト
とうっとうしい気候が続いてい
ますが体調は崩されていません

か ??　気温、湿度が高くなるこの時期…もっとも注
意が必要なのが	 熱中症 	です！
毎年、熱中症で救急搬送される方は増加していて、

昨年は5～ 9月で 7万 1029 人。そのうち、半数が
高齢者です。自覚症状がないのも怖いです。周りの
方がちょっとした体調の変化に気付くことも大事です。

▶熱中症の症状
めまい、大量の発汗、立ちくらみ、こむら返り、

生あくび、筋肉痛など
➡	症状が進むと、頭痛、嘔吐、倦怠感、脱力感、集中・
判断力低下といった症状がでて、危険です。室内

の環境調整が必要です。
※室温28℃、湿度65％以下に…室内に温湿度計を置く
といいですよ!!自分を守るためにも予防が大切です。

▶熱中症予防のポイント
①	暑熱順化（身体が暑さに慣れる事）を進める
➡	ウォーキングやストレッチで汗を流す
	 数日から 2週間続ける事で促される

②	快適な環境をつくる
➡	エアコンで適度な温度、湿度を保つ
	 麻や綿など、通気性の良い服を着るようにする

③	こまめな水分補給
➡	自分なりに時間を決めて、少しづつ（コップ半分
ぐらい）を1日に1～ 1.5ℓを目安で。

④	適度な塩分摂取
➡	塩飴、塩分タブレットなど暑い時期を乗り越えて、
体調崩さず、過ごしましょう！

●

介 護
だより

（
こ
の
つ
づ
き
次
ペ
ー
ジ
の
最
上
段
Ý
）

読
者
の

ひ
ろ
ば



開
催
日
：
２
０
２
３
年

	

3
月
17
日（
金
）

	

Ｐ
Ｍ
3
：
00
〜
4
：
00

場
　
所
：
住
吉
民
主
診
療
所

２
Ｆ
会
議
室

出
　
席
：
7
人

１
、 

虹
の
箱
の
投
書
（
３
通
）

① 
50
代　

女
性　

満
足
度
10

Q
中
島
先
生
の
診
察
に
関
し

て
、月
曜
日
も
診
て
い
た
だ

け
る
よ
う
切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

A
ご
希
望
に
添
え
ず
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
中
島
先

生
の
体
調
の
こ
と
も
あ
り
、
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

② 

93
歳　

女
性　

満
足
度
1

Q
２
月
上
旬
、
突
風
の
時
に

外
で
検
査
す
る
な
ん
て
お

か
し
い
、
も
う
少
し
他
に
対
応

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

A
寒
い
中
で
辛
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

	

発
熱
ブ
ー
ス
使
用
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
来
院
時
刻
の
調
整
や
丁

寧
な
説
明
と
ご
同
意
い
た
だ
け

る
よ
う
に
臨
機
応
変
に
考
え
て

努
力
い
た
し
ま
す
。

③ 

66
歳　

女
性　

満
足
度
1

Q
胃
カ
メ
ラ
の
前
処
置
を
待

合
室
で
さ
れ
ま
し
た
。
不

衛
生
で
す
。

A
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
い
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
臨
時
的
に
待
合
室

で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

処
置
室
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①	

和
菓
子
に
欠
か
せ
な
い

豆
②	

卵
の
白
身
と
―
―

③	

鰻
の
―
―
の
い
い
香
り

④	

短
歌
。
―
―
会
、
―
―
合

わ
せ

⑥	

都
道
府
県
の
長

⑧	

鍵
が
か
か
る
戸
棚

⑪	

壁
に
―
―
あ
り

⑬	

陰
気
の
対

⑭	

転
ば
ぬ
―
―
の
杖

⑮	

―
―
も
積
も
れ
ば
山
と

な
る

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①	

年
表
を
丸
―
―
し
て
覚

え
る

③	

牛
。
―
―
ボ
ー
イ

⑤	

道
の
脇
、
路
傍

⑦	

わ
か
れ
道

⑨	

―
―
の
道
は
へ
び

⑩	

―
―
と
罰

⑫	

技
術
の
発
達
に
―
―
す
る

⑭	

坂
に
な
っ
て
い
る
道

⑯	

カ
ギ
。
―
―
パ
ー
ソ
ン

⑰	

―
―
応
変
に
対
処
す
る

第
３
４
9
号
の
当
選
者

応
募
総
数
＝
27
通

　

う
ち
正
解
＝
27
通

当
選
者（
敬
称
略
）

み
っ
ち
ょ
ん	

（
中
加
賀
屋
）

ヒ
ー
ち
ゃ
ん	

（
東
粉
浜
）

ヘ
ッ
チ
ャ
ン	

（
杉　
　

本
）

キ
ャ
サ
ド
ス	

（
西
住
之
江
）

チ
ョ
コ
コ
ロ
ネ	（
平
林
南
）

正
解　

シ
ョ
ク
ブ
ツ
エ
ン

（
植
物
園
）

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
う
ま
く
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
何
？

解
答
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
編
集
委
員
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。（
匿
名
希
望
の
方
は
、
賞
品
発
送
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
本
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

締
切
／
７
月
31
日

賞
　
品
／
正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
全
国
共
通
図
書
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
。

送
り
先
／
〒
５
５
９
─

０
０
１
６	

住
之
江
区
西
加
賀
屋
２
─

４
─

２

　
　
　

		

南
大
阪
医
療
生
協
機
関
紙
編
集
委
員
会	

宛

※
余
白
に
紙
面
批
評
や
近
況
・
ご
意
見
な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
。

応　募　方　法

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
組
合
員
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・

俳
句
・
川
柳
・
写
真
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し

ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
送
り
先
は
ク
イ
ズ
と
同
じ
）

 

俳 

句 

鳴
き
か
わ
す　

カ
ラ
ス
の
親
子　

青
嵐	

田
辺
　
照
子

ラ
ム
ネ
抜
く　

生
命
線
へ　

流
れ
ゆ
く	

市
江
　
久
枝

  

川 

柳 

防
衛
費
数
％
減
ら
し　

子
ど
も
手
当
へ
！	

海
　
月

岸
田
君　

何
故
飛
び
級
で
五
類
な
の
？	

海
　
月

事
業
所
利
用
委
員
会

報
告 

住
　
吉

五
十
数
年
前
、
北
海
道
か
ら

京
都
府
立
大
学
入
学
の
た
め
に

京
都
に
来
ま
し
た
。
鴨
川
添
の

桜
に
感
動
し
ま
し
た
が
、
植
物

園
の
美
し
さ
に
我
を
忘
れ
る
思

い
で
し
た
。
あ
の
、
我
を
忘
れ

る
ほ
ど
の
美
し
さ
を
残
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
阿
倍
野
区　

坂
野　

幸
江
）

い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

わ
か
ら
な
い
時
は
、
母
と
二
人

で
解
い
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
と
同
じ
く
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
な
く

な
っ
て
残
念
で
す
。
是
非
ま
た

復
活
し
て
ほ
し
い
で
す
‼

（
中
加
賀
屋　

み
っ
ち
ょ
ん
）

クロスワードパズル

ふれあい作品コーナー
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無料・低額診療
制度のご案内

医療費に困り治療をあきらめている方
一日でも早く、私たちの診
療所へ来てください。
一緒に治療を始めましょう。
また、ご近所でお困りの方
がおられたら紹介してくだ
さい。

看護師（訪問
外来）・総務経理

医療事務・ケアマネジャー
	 　介護職員・送迎ドライバー
常勤・パート・登録の短時間勤務など、多様な働き方の相
談にのります。事前の施設・事業所見学ができます。まず
はお気軽にお電話ください。

南大阪医療生活協同組合
☎ 06-4702-8716　担当／金井・山野

住吉民主診療所 診療案内

▶8月 3 日（木） 午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6673-3630（法律相談

専用　 ）

住吉民主診療所の
無料法律相談

HPアドレス　https://moisk.jp/

熱の症状がある方は、事前に電話予約をお願いします。

加賀屋診療所 診療案内

▶7月20日（木）
▶8月10日（木） 午後6時～

事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6681-1498

加賀屋診療所の
無料法律相談

受　付 診療時間
午前診 月～土 8	:30 ～ 12:00 9	:00 ～ 12:00

夜　診 月・水・木 17:30 ～ 20:00 18:00 ～ 20:00

月 火 水 木 金 土

午
前

北田
（内科）
山田

（内科）

北田
（内科）

中島
（内科）
（小児科）
高田

（内科）

久保田
（内科）
代診

（内科）

北田
（内科）
高田

（内科）

北田
（内科）

往
診

西口
桜井 西口 中島

福島 中島

夜
診

橋村
（内科）
（小児科）

萩原
（内科）
（小児科）

橋村
（内科）
（小児科）

※夜診は月・水・木	行います。
※混雑の回避のため、予約診療を実施しています。

◦電話 06-6696-5250  　◦FAX 06-6696-6205
◦〒 558-0031 大阪市住吉区沢之町 1-3-16

婦人科検診  7 月 22 日（第 4 土曜日）・8 月 12 日（第 2 土曜日）

健康診断  月～土（午前）

 日曜健診 7 ～ 9 月なし
 事前にお問い合せ、ご予約ください。

胃カメラ  毎週火・金・土曜日（午前）

 月 1 回  土曜日（午後）

エコー検査  7月 6 日（木） ・ 7月11日（水） ・ 7月27日（木）

 8月 3 日（木） ・ 8月 8 日（火） ・ 8月24日（木）

予防接種  小児各種、肺炎球菌の予約受付ています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～12:00　　夜間 18:00～19:00

受　付 診療時間
午前診 月～土 	8	:30 ～ 12:00 	9	:00 ～ 12:00
午後診 木 13:30 ～ 16:00 13:30 ～ 16:00
夜　診 木・金 17:30 ～ 19:30 18:00 ～ 19:30

◦電話 06-6681-1498　　◦ FAX 06-6682-2338
◦〒 559-0016 大阪市住之江区西加賀屋 2-5-25

健康診断  平日健診（月～土）午前 9:00 ～ 11:30
 日曜健診 7 月23日（第4）・ 8 月20日（第3）
 事前にお問い合せ、ご予約ください。
胃カメラ  第2・4土曜日（大橋医師）  9:00～12:00（予約制）

 日曜健診時 9:00 ～ 11:30（予約制）
エコー検査  月・水（午前・予約制）
 土（午前）第 1・3・5　  木（夜診）心エコー
予防接種  小児各種、肺炎球菌、コロナワクチンの予約

を受付けています。
※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。 午前 9:00～11:30

月 火 水 木 金 土

午
前

西口
（内科）
田中

（漢方）
（予約制）

矢野
（内科）
（小児科）
池谷

（内科）

矢野
（内科）
（小児科）
福島

（内科）

矢野
（内科）
（小児科）

呉
（内科）
（漢方）

矢野
（内科）
（小児科）
田中

（漢方）
（予約制）

第1・3 第1・3・5
辻

（内科）
矢野

（内科）
（小児科）

第 2 第2・4
後藤

（漢方）
（予約制）

岡崎
（内科）

午
後

第1・3・5 鋳谷
（整形）（小児予防接種）

第2・4
鋳谷

（整形）
往
診 西口 福島

矢野 荒谷 矢野 第1・3・5 第2・4
矢野 荒谷

夜
診

渋谷
（心エコー）
（循内）

仁科
（内科）

募集


